
 

発 行 群馬県教育委員会 

健康体育課 

総括ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

発行日 2023 年 11 月 1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬県 ３５市町村巡回訪問終了 

     

 

グンマ未来地域クラブ活動レター(第 4 号) 

県内 35 市町村巡回訪問の感想(大切な大人の意識改革) 

 

【訪問報告】 

 ・できることをできる範囲で実施している地域が多い。  

 ・検討委員会等を組織して開催している地域が増加してきている。 

 ・特に何もできていないと報告を受けた後で質問すると多くの地域で「すでに地域移行になっている現場」が

ある。 

 

【各市町村の意見】 

① 県教育委員会、スポーツ振興課が車の両輪として同じ目的で動いて欲しい 
② 教員の兼職兼業のルールが使いにくい 
③ 主役となる中学生から直接意見を聞くことを大切にしたい 
④ 中体連の今後の動向が知りたい(地域クラブとして試合に出るためのルールが都道府県別競技別) 

 

【課題】 

① 勝利至上主義にならないように配慮して指導者を探さなければならない 

② 組織化の方法と市町村の推進計画策定について 

③ どのような人材をどのように育成することが適切か   

④ 県教育委員会としての反省点として 

学校部活動の地域移行の本質が周知不足のため理解が深まっていない 

 

8 月 1 日 吉岡町を皮切りにスタートした県内市町村巡

回訪問は、お陰様で 10 月 25 日の大泉町と千代田町を訪問

して県内全ての市町村の巡回訪問が終了しました。 

全ての市町村関係者の皆さん、ご協力いただきありがと

うございました。 

やはり、直接お会いして意見交換を行うことで各市町村

の実情を把握できただけでなく、「学校部活動の地域移行」

の本質について理解を深めていただける機会になったと思

います。 

今後もご連絡いただければ、いつでもお邪魔させていた

だきます。 

また、ご質問等は、下記のメールアドレスで承りますの

で遠慮なく送信してください。 

総括コーディネーター 小出利一 

<shimmachi.sc@gmail.com> 
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受け皿と期待される団体 1【スポーツ少年団とは】 

 1 団員構成年齢：3 歳～大人まで団員として登録できます(2017 年度から) 

 2 創立したきっかけ：東京オリンピック 1964 のレガシーとして 1962 年(昭和 37 年)創立 

 3 当初は、中学生と高校生のための青少年団体          

 ・中学生が団員として登録することは原点回帰 

 4.スポーツ少年団理念(勝利至上主義とは無縁な理念) 

  総合的ガイドラインとほぼ同じことが記されている 

 ・一人でも多くの青少年にスポーツの歓びを提供する 

・スポーツを通して青少年のこころとからだを育てる 

・スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献する 

 5 スポーツ少年団の強み(1970 年代から継続されている伝統) 

 全国組織として、団員から公認指導者として、育成できるプログラムができている。 

 ・ジュニアリーダースクール⇒シニアリーダースクール⇒公認スポーツ指導者 

 ・50 年継続しているドイツとの国際交流事業等の国際交流事業 

 スポーツ少年団を部活動の地域移行の受け皿にしている例 

① 吉岡町 ② 高崎市新町 ※ その他の市町村でも実態として受入している 

 

受け皿と期待される団体 2【地域活性化を目指す 総合型地域スポーツクラブとは】 

 1 創設の理由：企業スポーツが衰退し、学校スポーツ力も地域スポーツ力も停滞してきたことか

ら 1995 年度(平成 7 年度)から文部省(当時)が政策として新しい地域スポーツの

核となる組織として創設を開始 

※ 2000 年度(平成 12 年度) 当時の市町村すべてに 1 クラブ設立を国の目標とした 

 2 目指す組織：多世代が多種目を行えて、多趣向(レベルに合わせて)に楽しめる組織 

 3 全国組織として：日本スポーツ協会内に総合型地域スポーツクラブ全国協議会がある 

          現在、全国協議会に登録しているクラブ数は 1,045 クラブ 

4 県内総合型地域スポーツクラブについて 

  群馬県には、18 市町村(35 市町村中)30 クラブ、そのうち 18 クラブが全国登録している 

総合型地域スポーツクラブが受け皿になっている例 

  高崎市新町 NPO 法人新町スポーツクラブ(HP ⇒ 新町スポーツで検索) 

  法人化した理由⇒リスクマネージメント強化(最初は小さく徐々に拡大したパターン) 

  設立当初は、町内にあった青少年が所属している団体を寄せ集めた小さな組織だった。 

  2000 年クラブ設立当初に中学生から強い要望があり 「中高校生のスポーツ教室」を 2001 年 

10 月から開始した。結果として、現在の部活動支援に繋がった。 

2023 年 10 月現在、バレーボール、バスケットボール、野球、水泳、陸上を新町中学校の 

学校運営協議会と協働運営している。今後は、民間企業にも協力を仰いで吹奏楽等に展開 

する予定 

 

 


